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公益社団法人日本産婦人科医会

第 63回 記 者 懇 談 会

時  平成 25年 3月 13日 (水)18:45～ 20:00

所  日本記者クラブ 9階「宴会場」

(千代田区内幸町 日本プレスセンタービル 03‐ 3503‐ 2721)

懇談テーマ

妊婦さんの夫が危ない ! 風疹大流行の兆 し

(司会 :宮崎)
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妊婦さんの夫が危ならlr

風疹大流行のlLじ
第63回記者懇談会 (2013.3.13)

公益社団法人日本産婦人科医会

幹事 奥田美加
(横浜市立大学附属市民総合医療センター

総合周産期母子医療センター)

本田お伝えしたいこと

0麻疹風疹混含ワクチン (MRワクチン)接種
検討のお願い
/10代後半～50代前半の男性
/いずれは妊娠を,と考えている妊娠前の女性
/妊婦さんのご家族
/定期接種の対象者  その他必要な方すべて

0風疹罹患疑い妊婦さんへの対応
/無用な不安を与えず,きちんと対応を
/産婦人科主治医の先生から,各地区ブロック2次
施設を活用

・ 風疹HI抗体検査キット原材料品薄の件
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なぜ風疹が怖しヽのか
・ 妊婦さんが妊娠初期にはじめて風疹にか

かると,生まれて<る子どもさんに影響
が出てしまうことがあります

・ 「先天性風疹症候群」 (以下CRS)と呼
ばれます
/眼の病気 :白内障・緑内障など
/1bl蔵の病気 :さまざまな先天性心疾患
/耳の病気 :感音性難聴
/発達のお<れが出ることも
/その他さまざまな症状

妊娠の早い時期ほどリスクがあります
なので妊娠 して来院してからの注意喚起では遅いのです

・ 妊娠中の感染時期が早いほど,CRS発症の
リスクは高い
/妊娠4～6週で100%
/妊娠7～ 12週で80%
/妊娠13～ 16週で45～50%
/妊娠17～20週で6%

(報告により若干の差があります)

。風疹罹患が妊娠 1-2ヶ 月のものは重複障害が
多<,妊娠3-4ヶ月では難聴のみが多い

0妊娠20週以降の感染では基本的に永続的な
障害を残さない。
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CRS報告数が増えています
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国立感染症研究所感染症情報センター感染症発生動向調査 (lDWR)よ り

回の小流行時

先天1生 疹症候群 (CRS)は ,

感染症法による届出疾患です
11〕 定義

風しんウイルスの胎内感染によって先天異常を起こす感染症である
健}臨床的特徴

と不」鷺γ習難異封異易里聾まど慮gfど想し'妊娠12週までの妊娠初期の初感染に最も多
る

豪す製 造な麗 紺 磐
錯 ♂ 歴 酸 ち 溺 蠍 藉 絆 躍 鎌 麗 時 ぜ

“

)届 出基準
ア 患者 (確定例)

蝙 f珊聰 :縣 縄 ξξFと
身ε頂晏曇糧覇蜜珊 郷

イ 感染症死亡者の死体 (略 )

14)届 出に必要な要件 (以下のア及びイの両方を満たすもの)

ア 届出のために必要な臨床症状
(略)→ 次ヘ

※厚生労働省HPで閲覧可能です
ホーム 〉政策について 〉分野別の政策一覧 〉健康・医療 〉

〉感染症法に基づく医師の届出のお願い 〉先天性風しん症督

イ 病原体診断又は抗体検査の方法

(略 )

3ベ ージ



届出のために必要な臨床症状

(ア)CRS典 型例 ;

「(1)から2項目以上」
又は「(1)から1項目と(2)から1項目以上」

(イ )その他 :

「(1)若 し<は (2)から1項目以上」

/提 )白内障又は先天性緑内障、先天性,い疾患、難聴、色素性網膜

/=褥
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により診断を確定す
数は,報告数より多い可能性

風疹そのものも届出が必要です

2008年 1月 1日より麻疹と風疹が5類感
染症全数把握疾患となり,診断を行つた
医師は7日以内できるだけ早<最寄りの保
健所に届け出ることになっています

以前は定点からの報告だったので,その
ことをご存 じない医師がいるかもしれま
せん

改めて周知徹底を
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出産 0子育て世代の男性に

風疹患者さんが多いことが問題
な
疹

つ
　
あ
る
　
婦
　
い

に
風
え
　
で
す
　
妊
　
て

う

，か
　
人
行
　
い
　
れ

よ
が

，　
成
流
　
た
　
さ

る
た
は
す

，が
　
け
す

な

す
し
で
ま
は
疹
　
ざ
ま
が

種
ま
ま
い
と
風
　
」退
い
言
す

接
し
る
ま

こ
で
　
も
ま
宙
一ま

を
少
す
し
う
辺
　
と
し
除
い

ン
減
除
て

い
周

　

つ
て
排
て

チ
は
排
し
と
の
　
も
れ

も
れ

ク
の
に
行

る
そ
　
ら
さ
疹
後

ワ
も
全
流

す
び
　
か
ら
麻
ち

疹
の
完
で
行
よ
す

疹
さ

も
立

風
そ
ら
間
流
お
で
風
に
疹
は

に
疹
か
の
で
ん
と
　

，険

風
本

員
風
国
人

間
さ
こ
ち
危

は
日

全

，が
成

の
婦
う
わ
が

で

児
て
我

９
人
妊
い
な
ん

国
す

幼

つ
を
て
成
る
と

す
さ

米
ま

抗体陰性者
が多い

妊婦の夫世代が危険 ! 20it斗釘ぎ

/5晶β

年齢/年齢群(詢

目立感染症研究所感染症情報センター
多屋馨子 佐藤 弘 新井 智 北本理恵 田部信彦
同 ウイルス第二部 森 嘉生 竹田 誠
2010年度感染症流行予測調査事業風疹感受性調査担当:

宮城県、山形県、栃木県、群馬県.千葉県、東京都、新潟県、長野県、愛知県、二重県、
京都府、山口県、高知県、福岡県、沖縄県および各都府県衛生研究所

…

…
I′ SRI

,= .́¨ '¨ ° .こ ● 彙 =,■ ■ ,二 L● ■ 1角 皐 早 =:i:「 11'
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1.風 しん累積報告数の推移2009～ 2013年 (第 1～9週)

Cumulative number of rubella cases by weeに 2m-2013(weekl-9)
(based on diagnosed week as of March 6,2013)

出典 :国立感染症研究所感染症情報センター感染症発生動向調査 (lDWR)
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感染症発生動向調
=2013年
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51 年齢群別接種歴別風しん累積報告数 (男 性)2013年 第1～ 9週 (n=1017)
Cumulative rube‖ a cases(male)by age and vaccinated status from week i to week 9.

2013(as of March 6 20i3)
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出典 :国立感染症研究所感染症情報センター感染症発生動向調査 (IDWR)
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5-2 年齢群別接種歴別風しん累積報告数 (女性)2013年 第1～嘔  (n=286)
Cumulative rube‖a cases(femaie)by age and vaccinated status frOm week l to week 9

2013(as of March 6.2013)

■ Nonel■ RCVl   RCV2■I Unkぃ。wn

出典 :国立感染症研究所感染症情報センター感染症発生動向調査 (lDWR)
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8_都道府県別人口百万人あたり風しん報告数 2013年 第1～9週 (n=1′ 303)

Number of reported cases per i m‖ hon pOpulation by prefectures from week l to week 9.2013

(as of March 6.2013)
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出典:国立感染症研究所感染症情報センター感染症発生動向調査(lDWR)
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男1生から妊婦に感染させたケース
が報告されています

・ 職場で風疹が流行すると…
/免疫のない男性が風疹にかかる
/自宅にいる妊婦に風疹をうつしてしまう
/もちろん職場に妊婦さんがいれば危険

・ 妊婦さんが免疫を持っていても,風疹患者と
の濃厚な接触では胎児を守りきれないことが
あります
/なので,風疹そのものをな<す必要があります

・ 免疫のない人が特に多い世代である働き盛り
の20～40代の男性が,周囲に風疹を蔓延さ
せてしまうのです

なぜそうなってしまうのか
これまでの風疹ワクチン施策の変遷を矢□る必要があります

・ 1977年から女子中学生対象
01989～ 1993 麻疹定期接種の代わりにMMR

ワクチン選択可
01995年 4月から,生後12～90ヶ月未満の男女

幼児
/しかし集団接種から個別接種に,義務接種から努力
義務 (勧奨)に

02006年 4月から,MRワ クチン2回接種の開始
/1期 :1歳の男女 2期 :小学校就学前の男女

02008年 4月～2013年3月までは,中学 1年生・
高校3年生相当年齢も定期接種対象 (3期,4期 )
/あと2週間強で終わつてしまいます !!

8ペ ージ



風疹ワクチン定期接種の経緯
6カ 月 1 2 3 4 5 6 / 8 9 1011 1ど 13141Ъ 16(歳 )

19/b年

1980年

138Ь年

1991)年

l t19b年

20()1)年

2005年

1977年 8月

女
子
中
学
生
の
み

1995年 4月

←-2003年 9月

出典 :国立感染症研究所感染症情報センター

学年 。年齢とワクチン歴のめやす
・ 小学6年生以下

/現行の2回接種対象
・ 中学 1年生～現役入学の大学4年生

/3期または4期で2回目が済んでいる (はず)

・ 昭不□54年4月 2日生まれ (もうすぐ34歳 )

～平成2年4月 1日 生まれ (も うすぐ23歳 )
/1回の風疹ワクチン接種機会がどこかであったはずだ
が,集団接種から個別接種となり接種率は高<ない

。それ以上の男性 (34歳以上)
/定期接種の機会なし

。それ以上の女性 (34歳～51歳 )
/昭和37年4月 2日以降の生まれであれば,中学生0寺

に受けている 学校での集団接種
/それ以上は機会なし ただし昔は自然の流行が存在
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・ 女性だけに風疹ワクチンを接種してもCRSはな<
せなかった
/接種を受け損ねた女性
/ワクチンで免疫のつかない女性
/頻度は低いがワクチン接種後の感染でもCRS

・ 流行そのものをな<すワクチン施策
/流行を抑制できる集団免疫の閾値は,風疹80～85%
麻疹83～94%とされる

。ある程度流行が抑制されると,風疹ウイルスに接
する機会がな<,免疫の力が弱まる

・ ひとたび流行 し始めると,2回接種を受けている
幼児の間では流行せず,免疫が弱まった成人の間
で流行して しまう
/従つて徹底的に排除する必要がある

。では昔のように小児に流行させればいい? 否 !

/自然流行下では現在の何百倍ものCRS患者が発生

・ 定期接種対象者が全て接種を受けた と仮定 して
/高校3年生の経過措置を受けた。今の大学4年生相当
以下の方は,2回接種を受けた (はずの)世代

/それ以上の世代は接種率が高<ありません
/すべての出産子育て世代が2回接種の終了者になるま
で,あと20年以上もあります !

/実際には3・ 4期の接種率は低<,県によっては4期
75%に満たないところも

0はつきりとした接種記録のない方は,MRワ クチ
ン接種を検討 してほ しいです
/いまの子どもは2回受けるのです
/受けたことのある方,免疫のある方が受けても差し
支えありません

/なので事前の検査は必要ありません
/麻疹 (は しか)も近年は成人に流行します.風疹だ
けのワクチンを探さな<てもMRワクチンを受けて<
ださい

10ページ



妊婦さんはMRワクチン接種を
受けられません

・ 風疹ワクチンを受けたら,2ヶ月間の避妊が
必要です
/ただし,風疹ワクチン接種後に妊娠が判明しても
これまでワクチンによるCRSは全世界的に報告
がありませんので,妊娠を継続して<ださい

0不妊治療中の方は接種をためらわれますが,

やつと妊娠したら折悪し<夫が風疹にかかっ
たというケースが報告されています
/2ヶ月を急がず受けてほしいです
/ど うしても無理であれば,せめて夫だけでも受け
て<ださい

/男性の避妊は必要ありません

予防接種の安全性

出典 :国立感染症研究所感染症情報センター
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妊婦さんへの対応

・ 妊娠で受診 したら
/FD5診をチェック

・ 発疹,発熱,リ ンパ節腫脹などの症状
0風疹患者さんとの明らかな接触

/なるべ <初診時 に風疹抗体価 をチ ェック

・ 低い人には注意を促します

・ 高い人には最近風疹にかかったかどうかを検討

・ その後に風疹罹患を疑うような事態になつた際に
最初に調べた抗体価と比較でき,リ スクの判定に
役立ちます

く間診>
妊娠中に発疹はありましたか,

・風疹患者との濃厚な接触はありましたか?

妊娠の初診時に風疹Hl抗体価を測定 ペア血清で
HI及び風疹lgMを測定
(1～ 2週間間隔で2回測定)

9笑堀1?鶴現i楊蓼し、1所雄ける
。風疹患者のいる場所を避ける

O夫 子供及び同居家族へのワクチン機種
の推奨

0分娩後早期のワクチン機種の推奨

Hが 4倍以上の上昇

以後の妊娠経過中 以下に該当するか?

・妊娠中の発疹
颯 疹患者との濃厚な接触

風疹罹患 (疑い含む)妊婦管理(*)

H抗体16以下の場合
分娩後早期のワクチン機種の推奨

風疹流行にともなう母児感染の予防対策構築に関する研究班 :

風疹流行および先天性風疹症候群の発生抑制に関する緊急提言
(2004年 )
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免疫が低い 言われた妊婦さん
の注意

・ HIっ という検査万法でおおむね 16倍以下の方が該当 します
・ 同居のご家族になるべ<早<MRワ クチンを受けてもらって

<ださい
/明らかな接種記録があればその限りではありません
/この流行状況では,免疫が低<ない妊婦さんの家族も接種を検

討して<ださい
・ 妊婦さんを通して,夫世代にMRワクチンを受けてほしいことを啓発す

るいいチャンス

・ 必要のない外出は控え,人ごみを避ける
・ 発疹,発熱,リ ンパ節腫脹などの症状が出たら,あわてて受

診せずかかりつけの産婦人科医にまず連絡
/本当に風疹だつた場合,他の妊婦さんにうつしてしまうと大変

です
/原則は内科や皮膚科で診断を受けて<ださい

。 妊娠が終了したら,ワクチン接種を検討 して<ださい
/授乳中でも差し支えありません

と

ヘ

風疹罹患 (疑い含む)妊婦さんへの対応

・ 実際に風疹に罹患したのかどうかを検討
します
/検査の値だけではリスクの評価が難しいこと
があります

/過去には,CRSを恐れて妊娠継続を断念した
なかに,その必要のなかつた例が少なからず
含まれているとされています

/十分な検討がなされないまま人工妊娠中絶に
至ることのないよう9無用な不安を与えない
配慮が必要です

/リ スクが高<ても出産を選ば方は多<います
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より適切な対応をするために
風疹罹患(疑い含む)妊婦管理 (*)

ケースによってCRSのリスクはさまざまであり 無用な不安をあおらないよう留意する

症例の検討

予測されるリスクの情報等を返信

別途データ,資料を参照

2次施設でのカウンセリング要請.胎児診断等の希望がある場合

風疹流行にともなう母児感染の予防対策構築に関する研究班 :

風疹流行および先天性風疹症候群の発生抑制に関する緊急提言

(2004年 )

各地区プロックごとの相談窓口(2次施設)との間で報告用紙 (2次

施設より送付)等 を用いて正確かつ適切な情報の交換をおこなう
(2次施設一覧 :下記資料参照 )

主治医よリケースに即したリスク説明

各地区プロックごとの相談窓口(2次施設)への紹介

各地区プロックごとの相談窓口(2次施設 )で のカウンセリング

各地区ブロック相談窓口 (2次施設)(2011年 ]0月 6日 史新)

北海道 北海道大学病院産科

舅こJヒ
東北公済病院産科・周産期センター

宮城県立こども病院産科

関東

三井記念病院産婦人科

帝京平成看護短期大学・帝京大学医学部附属溝口病院産婦人科
横浜市立大学附属病院産婦人科

国立成育医療研究センター周産期センター産科
東海 名古屋市立大学病院産科婦人科
Jし [奎 石川県立中央病院産婦人科

近畿
国立循環器病研究センター病院周産期 `婦人科

大阪府立母子保健総合医療センター産科

中国 川崎医科大学附属病院産婦人科

四国 国立病院機構香川小児病院産婦人科

九州
宮崎大学医学部附属病院産科婦人科

九州大学病院産婦人科

(後 日更新予定です )
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風疹抗体の検査法「HI検査」に
懸要なガチ∃ウ血球が不足

・ 我が国では「HI検査」が広<おこなわれてい
ます

0感染後やワクチン接種後の抗体の動きや,再
感染のリスクなどがよ<検討されているため
「提言」もHI抗体価で作成されています

・ 検査に必要なガチ∃ウ血球が不足する事態が
発生しています
/2月中にも検査が困難になると言われていました
が,現時点では対応可能です

/妊婦さんや9罹患者の診断を優先し,就職時の集
団検査などでは他の検査方法で対応するよう通矢□
されています

・ いよいよ検査不能にな つた場合には,他の検
査方法に振 り替える必要があります
/日A法で検査した場合の抗体価の読み替えが研究
班より提言されました

/風疹罹患リスクのある方を取りこぼすことのない
よう,かつ抗体が低<注意をしなければならない
方が漏れないよう,慎重に検討されました

/日本産婦人科医会HPよりPDF閲覧可能です
0問題点

/検査会社により使用する検査キットが違います
・ 自施設が検査を提出している機関が掲載されていない

場合には,使用しているキットを問い合わせる晰要が
あります

/HI検査の方が安価ですが

・ 国際的には日A法の方が一般的なので,検査法を切り
替えてい<必要性は以前より指摘されていました

15ペ ージ



H:法による妊颯中の鰺療対応
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まとめ
妊婦さんのそばにいる世代の男性,みん
なで免疫を持ってあげましょう
/MRワクチン接種を検討して<ださい
/我が家だけの問題ではありません

3期 04期はあとわずかです
/中学1年生,高校3年生が無料で受けられるの
は今月いつぱいです 急ぎましょう

妊婦さんへの適切な対応が必要です
/「もしや」と思ってもあわてないで
/まずはかかりつけの先生に電話で相談して

16ペ ージ


